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新第三紀～中期更新世 ／ 前近代（13世紀～19世紀） ／ 近現

代

巣鷹山管理

稲作

養蚕

観光業

中津川流域

の地形発達

史

地すべり地

形

河成段丘

多雪中級山

岳

天明3（1783）：

飢饉にて大秋

山，矢櫃滅

【住民】

森林資源（生物資源）利用 木工品制作

食用植物の利用

【近現代】

燃料革命（戦後）

生業・生活様式の変

容

【近世】

持続と破綻のせめ

ぎ合い

【住民】

巣鷹山管理、信越国境相論
【住民】

林野利用

【近代】

近世とは別の力学（ドライ

バ）

大きな環境的改変なし

造林・森林遷移

植物種多様性

【領主、名主】

元和9年(1623)、秋山

が箕作村に編入され

る。
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